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社会政策科学科

多田和美 教授

2年次は基本的な教材の輪読から始まるので、国際経営論
の知識がほとんどない私でも問題なくゼミ活動を行えました。
また3年次では他大学も集まる研究発表会があるので、着
実にステップアップできるのが多田ゼミの魅力です。
私は、国内外問わず経済成長しているコンビニエンスストア
を国際比較することで、成功の秘訣を他業種にも生かせる

のではないかと研究しています。国際経営をする上で、利益
のみを追求し、現地の人とのコミュニケーションをおろそかに
する企業が少なくありません。現地の人に寄り添い、信用を
得ることが大切だと考えます。様々な国を各々の視点で考
える国際経営論の考え方を活かして、色々な人の立場や意
見に寄り添って考えられる人になりたいです。

日 本という国が 世 界 から信 用してもらえる社 会にしたい
学 生 の 声
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社会との共存共栄を果たす国際経営のダイナミズムに、
学問として真正面から向き合う

　皆さんは国際経営のメリットとして、どのようなことが思い浮かびますか？実は、国際
経営特有のメリットと課題は表裏一体の関係にあります。国際経営では、国内とは異な
る海外の各国・各地域の環境（文化、経済、政治など）への対応を余儀なくされるという
課題（リスク）が常にともないます。
　しかし、このリスクはビジネスチャンスに変えることも可能です。今日、経済成長が著
しい国も多く、すでにビジネスチャンスは世界各国に広がっています。国際経営を行うこ
とで、国内とは異なる経営資源（ヒト、モノ、カネ、情報）を直接的に活用することも可能
です。世界各国には、これまでとは異なる消費者や競合企業、取引企業といったビジネ
スパートナーが存在し、そうしたパートナーと対応することで、国内では得られない経験
を積むこともできるでしょう。そこから、新しいアイディアやイノベーションが生まれるか
もしれません。さらに、こうした海外の環境に対応することで得た恩恵は、その国のみ
ならず、企業内全体でグローバルに活用することも可能です。それがまた、世界各国で
新たなビジネスチャンスに繋がる・・・というグローバルな好循環も期待できます。さら
に、企業のもつ社会的な影響力を考慮すると、このような各国の環境を生かす国際経
営は国際社会の発展にもつながるし、「繋げるべき」でしょう。
　このような国際経営のダイナミズムにすっかり魅了され、それを学問として科学的に
探究したいと考えて今日に至っています。
　ゼミでは、このリスクをチャンスに変え、さらには社会との共存共栄を果たすようなポ
ジティブな国際経営のあり方を研究します。その際には、社会科学としてアカデミック
な視点で研究することを重視しています。
　まず、２年生のゼミではケース・スタディにチャレンジします。企業訪問などのフィール
ド調査も交えながら社会科学として正しい手順で事例分析を行います。そして、「その
企業がなぜ成功したのか？」「なぜ失敗したのか？」などを科学的に分析します。この研
究成果は、社会学部の主要なイベントの１つである学部研究発表会で発表します。
　３年生のゼミでは、アンケート調査にもとづく定量研究にチャレンジします。仮説の
構築、アンケート調査の設計、各種統計分析、分析結果の考察といった手順を経て定量
研究を完遂します。そして、海外へのアンケート調査にもチャレンジします。ここでの研
究成果は、「 IBインカレ」という各大学の国際経営論のゼミが集う一大研究発表会で
報告します。
　４年生のゼミでは、たとえば国際マーケティング、グローバル・イノベーションなど、ゼミ
生の関心に応じて国際経営の各論を研究テーマとして卒業論文を執筆します。ここで
は、２年生と３年生で学んだ研究手法をいかし完成度の高い卒業論文を目指します。
　いずれも学問としての国際経営論に真正面から向き合い、科学的に正しい手順で研
究を行うことになります。それは地道な努力をともなう困難な取り組みですが、ゼミ生の
皆さんが得られるものは大きいと考えています。知的好奇心の充足はもちろん、科学的
に物事をとらえる力、論理的に物事を考えて自分の意見を表明する力、苦楽を共にした
ゼミの仲間と築いた人間関係・・・。これらは、皆さんの人生を豊かにする大きな力に
なってくれると信じています。
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Don’t just sit there with a boring English textbook! 
Engaging your mind, your heart and your body, let’s use 
DRAMA to make English learning meaningful and fun!

ジョージ・ハン 専任講師
❶English Education（英語教育）
❷Drama in English Education（ドラマ・演劇を
取り入れた英語教育）; Language Preservation 
and Revitalization（少人数言語の保護・復興）

多様な価値観、複雑化する技術を背景に、どのような 
社会をつくるべきか？ 社会的視点から企業のイノベー
ション活動について考えます。

糸久 正人 教授
❶イノベーション・マネジメント、標準化戦略
❷社会における技術とイノベーションに関する研究

世界の森林破壊や食料問題、原発と再エネなど環境・
資源政策を考えます。市場経済とともにグローバル企業
の政治的活動にも目を向けます。

島本 美保子 教授
❶環境経済学、森林問題
❷世界の食料、森林、エネルギー等の資源管理

映画を楽しみながら、尚且つ批判的・理論的・歴史的
視点から考えてみませんか。映画はその時代の社会と
密接につながっています。

高 美哿 准教授
❶映画研究
❷映画・文化理論研究、表象分析

貧困問題や環境問題などの社会的課題の解決を目的
とし、実例を踏まえながら法解釈・立法の可能性やその
限界を考えます。

天本 哲史 教授
❶行政法
❷法解釈学、政策実現手段としての法

社会保障および生命倫理の領域を中心に、参加者が
興味のあるテーマを取り上げて、報告と討議をメインに進
めていきます。

長沼 建一郎 教授
❶社会保障法・社会保障論・保険論
❷社会問題の政策学、介護事故、公的年金と私的年金、
保険と契約の結節

世界に羽ばたく国際人、地方を背負って立つまちおこし
の主体となる地域リーダーの養成をはかっています。

白鳥 浩 教授
❶政治学、国際政治学
❷現代政治分析（市民・選挙・政党・国家）

構造変動の下で、労働と社会のあり方はいかに変容し
ているのか。経済と社会をめぐる社会学的視点を身に付
け、関心のある地域・テーマを調べ、議論していきます。

惠羅 さとみ 准教授
❶産業社会学、国際社会学
❷グローバル社会における産業と労働、労使関係、労働運
動、国際移動

第二言語を学ぶと、世界を理解するだけでなく、自分自
身を理解することもできます。世界を発見し、自分自身を
発見しましょう。

ジョナサン・ブラウン 准教授
❶言語学、英語学
❷英作文、修辞学、コーパス言語学、談話分析、 
異文化間コミュニケーション

あなたも、人類全員も、生きる歓びを感じられる世の中の
しくみをつくる。そのために何ができるか。先人の苦闘に
学び、議論していきます。

岡野内 正 教授
❶批判的社会理論、国際政治経済学、開発論、中東
研究など

❷歴史的正義回復とグローバル・ベーシック・インカムの理論

気候変動を中心としたエネルギー問題について考えま
す。再生可能エネルギー、原子力、化石燃料などを取り
上げ、国や自治体、企業や市民の役割を議論し、解決
策を探ります。

高橋 洋 教授
❶エネルギー政策論、公共政策学
❷気候変動政策、再生可能エネルギー政策、エネル
ギー分野の規制改革 グローバル社会の中で、日本社会はどうあるべきなのか、

各国の歴史、社会に関する事実をきちんと学び、未来を
一緒に考えていきます。

増田 正人 教授
❶国際経済・国際金融論
❷グローバリゼーションを考える

貧困やジェンダーに関する諸問題を手がかかりに、福
祉の社会的意味について批判的に考察します。

堅田 香緒里 准教授
❶社会福祉学、社会政策、福祉社会学
❷批判的社会政策論、貧困・ジェンダーをめぐる諸問題
の研究 刻 と々変化する国際社会において、多国籍企業にはど

のような戦略や組織マネジメントが求められるのか。国
際経営の戦略と組織について考察します。

多田 和美 教授
❶国際経営論
❷国際社会における多国籍企業の経営戦略と組織

人類が生態系サービスという有形無形の恩恵を持続的
に享受することを目的とし、様 な々テーマを設定して研究
します。

鞠子 茂 教授
❶生態系生態学・植物生態学・環境科学・理科教育
❷多摩キャンパスの自然を活用した生態系サービスお
よび環境・理科教育に関する研究

さまざまな産業を実際に調査することを通じて、産業を視
る眼を養います。

加藤 寛之 教授
❶地域産業論
❷産業の国際分業・国際移転のリアルに迫る

人口減少期の都市自治体の政策課題を対象に、マル
チステークホルダー・パートナーシップを通じた課題解決
の可能性を市民自治の観点から探求していきます。

谷本 有美子 准教授
❶地方自治・行政学・市民自治
❷人口減少社会における都市自治体の政策と
 市民自治

時代とともに変化していくコミュニティの成り立ちにつ
いて、調べ、考え、議論していきます。グローバル化す
る社会の中で、ローカルな場所で市民として生きるこ
との意味を考えます。

中筋 直哉 教授
❶地域社会学
❷グローバル社会のローカリティ

日常生活の中にあるさまざまな疑問について「経済的な
考え方だと、どのように解釈することができるだろうか」を
みなさんと一緒に考えます。

北浦 康嗣 教授
❶理論経済学、公共経済学
❷税、公共支出など政策効果の研究


